
　

痛
い
、
重
い
、
だ
る
い

と
い
っ
た
症
状
が
肩
に
生

じ
る
も
の
を
肩
凝
り
と
呼

ぴ
、
主
に
肩
や
首
筋
の
筋

肉
が
緊
張
し
、
血
液
の
流

れ
が
悪
く
な
る
た
め
起
こ

り
ま
す
。
筋
肉
へ
の
酸
素

不
足
、
老
廃
物
が
蓄
積
す

る
た
め
『
痛
い
』
と
い
う

症
状
が
出
る
の
で
す
。

　

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
仕

事
や
、
同
じ
姿
勢
を
続
け

る
こ
と
で
筋
肉
の
緊
張
は

持
続
し
、
血
流
は
ま
す
ま

す
悪
化
し
ま
す
。
そ
の
た

め
疲
労
物
質
を
取
り
除
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
筋

肉
は
さ
ら
に
緊
張
し
縮
こ

ま
り
ま
す
。
緊
張
と
血
流

低
下
の
悪
循
環
が
痛
み
だ

け
で
な
く
「
だ
る
さ
」
や

「
重
さ
」
を
招
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
神
経
の
損
傷

が
生
じ
れ
ば
し
び
れ
も
伴

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

肩
凝
り
の
原
因
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。「
体
型
」
で
は
、

肥
満
体
型
、
極
端
な
や
せ

型
、
猫
背
の
人
が
肩
が
凝

り
や
す
く
、
ま
た
長
時
間

の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
、
寝
転

ん
で
テ
レ
ビ
を
見
る
と
い

っ
た
姿
勢
は
肩
凝
り
の
悪

化
を
来
し
ま
す
。「
精
神

的
ス
ト
レ
ス
」
も
肩
凝
り

の
も
と
で
す
。
責
任
感
が

強
く
、
真
面
目
で
几
帳
面

な
人
、
イ
ラ
イ
ラ
し
や
す

い
人
は
要
注
意
で
す
。

　

幸
い
こ
の
よ
う
な
肩
凝

り
は
お
風
呂
に
ゆ
っ
た
り

入
る
（
暖
め
る
）、
ス
ト

レ
ツ
チ
で
筋
肉
を
伸
ば
す
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
を
心
掛
け
る

こ
と
で
改
善
が
期
待
で
き

ま
す
。
自
宅
で
改
善
で
き

な
い
こ
わ
ば
っ
た
筋
肉
へ

の
治
療
と
し
て
は
、
ト
リ

ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
が
一

般
的
で
す
。

　

目
の
疲
労
、
歯
の
病
気
、

頚
椎
（
け
い
つ
い
）
の
異

常
、
内
臓
疾
患
（
狭
心
症
、

心
筋
こ
う
そ
く
、
肺
ガ
ン
、

貧
血
、
胃
か
い
よ
う
な
ど
）

で
も
肩
凝
り
は
起
こ
り
ま

す
。
メ
ガ
ネ
や
コ
ン
タ
ク

ト
が
合
わ
な
か
っ
た
り
、

長
時
間
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど

で
の
目
の
疲
れ
は
肩
凝
り

の
原
因
に
な
り
、
同
時
に

ほ
か
の
要
因
で
起
こ
る
肩

凝
り
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

　
「
頚
椎
の
異
常
」
で
は

椎
間
関
節
の
障
害
、
椎
間

板
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
に
よ
る

神
経
圧
迫
の
症
状
の
一
つ

と
し
て
肩
凝
り
が
生
じ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は

痛
み
だ
け
で
な
く
、
し
び

れ
、
脱
力
、
感
覚
障
害
を

伴
う
こ
と
が
あ
り
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
や
M
R
I
で
確

認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
内
臓
疾
患
」
か
ら
起
こ

る
肩
凝
り
は
、
目
ま
い
や

耳
鳴
り
、
ど
う
き
、
立
ち

く
ら
み
、
背
中
の
痛
み
な

ど
ほ
か
の
症
状
を
伴
う
こ

と
が
多
く
、
注
意
が
必
要

で
す
。
た
だ
単
な
る
肩
凝

り
と
片
付
け
ず
、
強
い
肩

凝
り
や
、
肩
凝
り
以
外
の

症
状
が
気
に
な
る
よ
う
な

ら
医
師
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

頑
固
な
肩
凝
り
、
頚
椎

か
ら
生
じ
る
肩
凝
り
に
は

神
経
ブ
ロ
ッ
ク
が
効
果
を

示
し
ま
す
。
ト
リ
ガ
ー
ポ

イ
ン
ト
注
射
、
血
管
を
収

縮
さ
せ
る
交
感
神
経
を
休

ま
せ
る
ブ
ロ
ッ
ク
、
痛
み

を
出
す
頚
椎
の
関
節
の
神

経
を
直
接
ブ
ロ
ッ
ク
す
る

方
法
な
ど
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
改
善
で
き
る
で

し
ょ
う
。
同
時
に
リ
ハ
ビ

リ
を
す
る
と
一
層
効
果
的

で
す
。
4
月
か
ら
ご
愛

読
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
分
か
り
や
す
い
説
明
を

心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
度
最
初
の
テ
ー
マ
は

肩
凝
り
が
伴
う
頭
痛
。
日

本
人
の
頭
痛
で
一
番
多
い

「
緊
張
型
頭
痛
」
に
つ
い

て
で
す
。

　

皆
さ
ま
良
い
お
年
を
お

迎
え
下
さ
い
。

■
メ
モ　

間
い
合
わ
せ
先

☎
（
2
9
3
）
3
3
5
5
（
代
）

日
本
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

認
定
施
設
・
梶
木
病
院
（
西

花
尻
1
2
3
1
〜
1
）

　
「
痛
み
」
の
診
断
・
治
療
を
行
う
専
門
診
療
科
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
と
は
ど
の
よ
う
な
治
療
を
行
う
の
か
―
梶
木
病
院
麻
酔
科
・
ペ
イ

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
科
の
香
曽
我
部
義
則
先
生
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し

て
く
れ
る
こ
の
コ
ラ
ム
。
第
９
回
の
カ
ル
テ
は
「
肩
凝
り
」
で
す
。

肩
凝
り
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
内
臓
疾
患
か
ら
起
こ
る
も
の
は
要
注
意

香
曽
我
部
義
則
先
生
の
今
月
の
カ
ル
テ
⑨

慢
性
痛
と
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

■
プ
ロ
フ
ィ
ル　

こ
う
そ
か
べ･

よ
し
の
り　

昭
和
54
年
3
月

岡
山
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
同
大
学
麻
酔
科･

蘇
生
科
講
師
、
岡

山
労
災
病
院
麻
酔
科
第
一
部
長
を
経
て
今
年
4
月
1
日
か
ら
現

職
。
日
本
麻
酔
学
会
専

門
医
。
日
本
ペ
イ
ン
ク

リ
ニ
ッ
ク
学
会
認
定
医
。

現
在
日
本
麻
酔
学
会
、

日
本
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
学
会
、
目
本
慢
性
疼

痛
学
会
、
国
際
疼
痛
学

会
な
ど
に
所
属

香曽我部義則先生
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